
これから、編成される 

平成２７年度予算に対 

する予算要望をまとめ 

要望書として、１１月 

１３日久元市長に手渡 

しました。 

民主こうべ政策議員団は、今年度、下記の「大きな政策

目標」の実現と、議員 1人 1人が「小さな政策実現活動」

に取り組んでおり、要望書も、それらの活動をベースに

市民目線で作成いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久元市長に予算要望 

私達は、神戸市への政策提言を行い、市民の皆様と新しい神戸を創る政策集団です。 



平成 27年度神戸市当初予算要望に対する要望書 

の重点要望より抜粋しました 

 

１．神戸医療産業都市から生まれる医療福祉都市の街 

○神戸医療産業都市は医療関連企業が集積し、国家戦略特区の指定を受けました。今後、市民への雇用促進

に重点を置いた産業誘致に取り組まれると共に、先端医療の市民への提供を推進し、神戸経済の活性化と

市民福祉の向上を図られたい。 

 

２．ノスタルジー神戸を継承しながら世界の未来創造都市を目指す街 

○人口減少社会を見据えた神戸のまちの再生を進め、オールドタウン化しつつある地区の再生などニュータ

ウンのリノベーションやインナーシティ対策等進め、空き家対策と併せて講じられたい。 

 

３．子育て一番、働きやすさ一番、活動シニア一番の街 

○保育所の新増設と「子ども・子育て支援新制度」を活用した手法により、待機児童の完全解消に務め、一

時保育や病児・病後児保育など個々の保育ニーズに応じた多様な保育サービスの充実に努め、働く人が子

育てしやすい環境の整備に努められたい。 

○元気なシニア世代の活躍の場、就労を希望されるシニア世代に加え、ボランティアの中間的な働き方、有

償ボランティアを望まれる世代のニーズに応え、共に安心して暮らせる福祉と医療の充実したまちづくり

に取り組んで頂きたい。 

 

４．神戸で育って良かったと未来の大人に想ってもらえる街 

○まわりの人を思いやることのできる子供が育つよう、神戸らしい特色のある学校教育の推進に努められたい。 

○安心して子供を連れて出かけられる、図書館や公園などの施設を検討していただきたい。 

 

５．地域から人材が育ち、巣立っていく街 

○自治会やふれあいのまちづくり、防災福祉コミュニティや、地域活動を担う人材は、後継者育成が急務と

なっている。効果の上がる地域活動の人材育成に取り組まれたい。 

 

６．農業・水産業に重点を置いて、環境と共生できる街 

○耕作放棄地の増加や後継者育成、環境共生など、農水産業が抱える課題に取り組むと共に、地産地消・加

工や販売にもつながる産業としての活性化に繋げて頂きたい。 

 

７．身体も心も地域もバリアフリーの街 

○2016 年に「障害者差別解消法」が施行されます。障害があってもなくても、誰もが分け隔てなく、互い

に尊重し、くらし、勉強し、働ける社会の実現が目的です。福祉の都市神戸として、法施行に向けたシン

ボル事業を検討されたい。 

 

８．震災の経験が活きる未来防災と国際貢献ができる街 

○この 20年間の神戸では、国際貢献する様々な NPOも誕生している。それらの NPOが一堂に会するような

シンポジウム開催や、記念事業を検討されたい。 

 

本文は、民主こうべ政策議員団ホームページでご覧いただけます。 

http://www.minshu-kobe.jp/report/news/entry_file/H27youbou.pdf 


